
ヒアリング資料 

医療機関名 公立西知多総合病院 

所在地 東海市中ノ池三丁目１番地の１ 

各病棟の状況 

病棟名 病床機能 病床数 病床稼働率 主な診療科 

ICU 高度急性期 8 床 44.2％ 外科等 

救急 急性期 12 床 38.8％ 消化器内科等 

４階東 急性期 33 床 88.9％ 脳神経外科等 

４階西 急性期 45 床 92.9％ 整形外科等 

５階東 急性期 35 床 82.3％ 産婦人科等 

５階西 急性期 45 床 60.1％ 小児科等 

６階東 急性期 45 床 96.2％ 消化器内科等 

６階西 急性期 45 床 92.3％ 呼吸器内科等 

７階東 休棟 45 床 0％ 内科 

７階西 急性期 45 床 87.9％ 内科 

８階東 急性期 45 床 90.2％ 外科等 

８階西 急性期 45 床 58.3％ 呼吸器内科 

９階 急性期 20 床 64.8％ 外科 

 468 床  
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非稼働開始時期 ２０１５年５月 

非稼働の理由 医師等医療スタッフの確保が困難であるため。 

再開予定時期  未定 

再稼働後の機能 急性期 

再稼働に向けた

取組 

 2015 年 5 月開院時の稼働病床 378 床から始まり、医療従事者の獲得の努

力により、2018 年 4 月に現在の稼働病床 423 床、非稼働病床１病棟 45 床

の運用となっている。 

 医師については、大学医局からの派遣が主であるため、定期的な医局訪

問により、関係構築に努めるなどを行っており、採用実績としては、2018

年 4 月１日時点と 2025 年 4 月 1 日時点での常勤の医師・歯科医師と研修

医・研修歯科医を含めた人数での比較では、21名（うち研修医・研修歯科

医師 2名）増加した。 

 当院の診療実績としては、2024 年度も一日平均の新規入院患者数は、開

院以来過去最多の 28.4 人となった。平均在院日数についても、2018 年度

の 11.8 日に対し、2024 年度は 10.9 日となり、大きく減少している。 

 今後も医師をはじめとする医療従事者の積極的な確保に努めていくが、

少子高齢化に伴う労働生産人口の減少や、更なる医療機関の機能分化と連

携などをはじめする医療情勢の変化を踏まえ、2023 年度から非稼働病床の

個室化等を含めて検討を進めていたが、工事費の高騰等により、改修工事

の伴う個室化については、2025 年 8月に計画を一旦見送ることとし、引き

続き当該地域における当院の役割や、人材確保及び感染対策等将来の医療

ニーズなどを踏まえ、現在も方針案の策定を進めているところである。 
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医療機関名 国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 

所在地 大府市森岡町７－４３０ 

各病棟の状況 

※直近の病床機能報告

より作成 

病棟名 病床機能 病床数 病床稼働率 主な診療科 

１Ｓ 回復期 45 床 63.9％ 整形外科等 

３Ｎ 急性期 50 床 81.1％ 循環器内科等 

３Ｗ 急性期 50 床 90.4％ 消化器内科等 

３Ｓ 休棟 20 床 0％ 内科 

４Ｎ 回復期 50 床 91.7％ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 

４Ｗ 回復期 50 床 82.2％ 内科等 

４Ｓ 休棟 18 床 0％ 内科 

５Ｎ 急性期 50 床 93.9％ 整形外科等 

５Ｗ 急性期 46 床 89.8％ 消化器外科等 

５Ｗ HCU 高度急性期 4 床 109.8％ 消化器外科等 
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非稼働開始時期 ① ４Ｓ：２００４年３月 ② ３Ｓ：２０１８年１０月 

非稼働の理由 ① ４Ｓ：２００４年３月に国立療養所中部病院から国立長寿医療研究セン

ターへの移行時に厚生労働省の指導に基づき非稼働病床とした。 

② ３Ｓ：政策医療病棟（在宅支援病棟）として運用していたが、2018 年

10 月、オレンジプラン構想により病棟建替計画が策定されたことも踏

まえ、既存病棟にその機能を引き継ぎ非稼働病床とした。 

再開予定時期 令和８年度中（返還予定） 

再稼働後の機能 回復期 

再稼働に向けた

取組 

 当センターは、現在、稼働病床 345 床で運用を行っている。休床病床が

ある南病棟は 1969 年 6月竣工であり老朽化も著しいことから、新病棟に隣

接し使い勝手の良い中病棟 4 階を配管や空調などの改修整備行った後に運

用する計画としていたが、センターの財政状況の悪化及び近年の工事価格

の上昇を考慮した結果、病床の再開は困難であると判断したため、令和８

年度中に休床病床（38床）を返還する予定とした。 
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医療機関名 小嶋病院 

所在地 東海市大田町後田１１２０ 

非
稼
働
病
棟
の
状
況 

非稼働開始時期 ２０１７年１月 

非稼働の理由 施設基準取得のため 

再開予定時期 ２０２６年５月 

再稼働後の機能 慢性期 

再稼働に向けた

取組 
施設基準取得次第（2026 年 5 月）稼働予定 


